
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【事務局情報】招待演武者が華を添えてくれました！ 

10月 19日 北見市武道館会館記念に招待演武者 2団体が華麗に演武を行いました！ 

←柳生心眼流兵法 

・甲冑をつけている相

手に対しての、刀で身

を守る術、「陣太刀（じ

んたち）」です。 

北海道なぎなた連盟→    

なぎなたの全長 210～

225 ㎝ 重量約 650g 

昭和 58年群馬県で開催された「あかぎ国体」より国体競技の正式種目になっています。 

下崎航選手（北見市消防職員）が 2階級制覇！！ 

10 月 25～27 日北見市武道館で開催された第４０回全道市役所柔道選手権大

会で、下崎 航(わたる)

選手が個人戦【軽量級

（73 ㎏以下）】と個人戦

【弐段の部】の 2 階級を

制覇しました。下崎選手

は北見市の少年柔道（北

見練心会）出身で札幌山

の手高校に進学し、柔道部に入部し、活躍しました。この春、北見市の消防職員

として就職し、この大会に臨みました。2 階級制覇の賞状を手にして「地元に帰り

優勝できたことが大変うれしです。」と笑顔で喜びを伝えてくれました。 

連載 中国「老子」の思想 二十六章 ”静“ は ”動“を支配する 

重いものは根となって、軽いものを支える。静謐（せいひつ）は、絶えざる動きを支配する。 

聖人は、旅がいかに長びこうとも、輸送車を離れて先走りはしない。重いものこそ根本であることを心得てい

るからだ。はなやかな眺めに接しても、悠然として心を動かさない。静謐こそ治者の徳であることを心得ている

からだ。 

君主たる者は、天下の政治に心を奪われて、自己を忘れてしまってはならない。 

自己を軽視すれば君主の資格を失い、みだりに動けば君主の職分を踏みはずすことになる。 

原文：重爲輕根、靜爲躁君。是以聖人、終日行不離輜重。雖有榮觀、燕處超然。奈何萬乘之主、而以身輕天下。輕則

失臣、躁則失君。二十七章に続く 
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